
特集
南山城村

南山城村消防団
最高栄誉章「特別表彰まとい」を受章� …… ❷〜❸

まち・むら Topics
大阪・関西万博でPRイベント（和束町） ほか� …… ❹

教育　
宵待ち隣町の宵涼み会（３町村） ほか� …… ❺

保健・福祉
相楽医師会 健康アドバイス ほか� …… ❻〜❼
安心・安全／消費者生活
交通安全啓発活動（笠置町）  ほか � …… ❽
行政
マウンテンバイク大会を開催（和束町）ほか � …… ❾
おしらせ� … ❿〜⓮
ベストショット� ……… ⓯
図書室 等� ……… ⓰

相楽東部広域連合ホームページれんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

笠置町・和束町・南山城村、3町村をつなぐ広報紙広報

6
vol.231

2025



ま
と
い
と
は

　

本
村
消
防
団
は
、
去
る
3
月
7
日
、
東
京
都
港
区
に
日
本
消

防
会
館（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
第
77

回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
に
お
い
て
功
績
顕
著
な
消
防
団

等
に
対
す
る
表
彰
の
中
で
最
高
栄
誉
章
で
あ
る「
特
別
表
彰
ま

と
い
」を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
2
2
0
0
を

超
え
る
消
防
団
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
栄
誉
あ
る
表
彰
で
、
昭
和

54
年
度
に
創
設
さ
れ
全
国
で
毎
年
10
団
の
み
受
章
で
き
る
も
の

で
す
。
今
回
の
南
山
城
村
消
防
団
は
府
内
12
例
目
の
受
章
で
す

が
、
府
南
部
地
域
で
は
精
華
町
、
京
田
辺
市
に
続
く
3
例
目
と

な
り
ま
す
。

　

本
村
消
防
団
で
は
、
消
防
団
精
神
の
下
、
規
律
厳
正
、
技
能

熟
達
、
成
績
抜
群
を
大
原
則
と
し
て
、
昭
和
57
年
に
は
日
本
消

防
協
会
表
彰
旗
受
章
、
平
成
10
年
に
は
消
防
庁
長
官
表
彰
旗
を

受
章
し
、
平
成
30
年
8
月
に
は
第
25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
、
10
月
に
富
山
県
で
開
催

さ
れ
た
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
永
年
に

わ
た
り
抜
群
の
成
績
を
残
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
代
団
長
や
消
防
団
員
が
、
一
丸
と
な
っ
て
時
代
に

合
わ
せ
た
消
防
団
活
動
を
推
進
し
、
団
員
数
の
維
持
や
、
災
害

現
場
等
で
の
活
動
、
団
員
の
処
遇
改
善
等
の
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
も
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昭
和
30
年

の
団
発
足
以
降
、
本
年
70
年
の
節
目
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
南

山
城
村
消
防
団
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
と

団
員
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
村
民
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

皆
様
方
と
の
誇
り
あ
る
表
彰
を
受
章
で
き
ま
し
た
。

■南山城村消防団の概要
◆南山城村消防団（基準日　令和７年４月１日）
１　設置年月日　　昭和30年４月１日　設置
２　世帯数・人口　1,181世帯2,349人
３　団長名　　　　柴垣　紀行（平成31年４月１日就任）
４　組織・規模　　団長１名、副団長２名、２分団７部
◆主な表彰歴（消防庁長官・日本消防協会関係）
１　消防庁長官表彰　竿頭授　　昭和53年３月
２　日本消防協会表彰旗　　　　昭和57年２月
３　消防庁長官表彰旗　　　　　平成10年２月

団員数　定数150人
実員132名（充足率88％） 内、女性消防団員２名　機能別消防団員20名

南
山
城
村
消
防
団

最
高
栄
誉
章「
特
別
表
彰
ま
と
い
」を
受
章

◆全国消防操法大会の出場歴等
１　第26回全国消防操法大会出場（富山県）　 　　　　　　　
開催日：平成30年10月19日
結　果：小型ポンプ操法の部　第15位
出場部：南山城村消防団第２分団第１部
指揮者　和田  武志
１番員　尾﨑  史明
２番員　山田  一貴
３番員　関口  翔平
補助員　森西  達也
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南
山
城
村
消
防
団
の
歴
史
と
概
要

　
南
山
城
村
消
防
団
は
、
昭
和
30
年
4
月
1
日
大
河
原
村
・
高

山
村
合
併
に
よ
り
南
山
城
村
消
防
団
が
結
成
さ
れ
、
２
分
団
10

部
を
編
成
す
る
。
そ
の
後
昭
和
40
年
に
は
3
分
団
10
部
に
編
成
、

昭
和
59
年
に
は
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
第
1
分
団
第
5
部
が

発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
3
分
団
11
部
と
な
り
、
そ
の
後
人
口

減
少
も
あ
り
現
行
の
2
分
団
7
部
編
成
の
組
織
を
構
成
し
た
。

◎これまでの主な大規模災害対応（抜粋）
昭和57年８月２日	 台風第10号による集中豪雨来襲　団員延べ284名が出動
昭和61年７月21日	� 梅雨前線の活発化による集中豪雨来襲（61災害）災害警戒および行方不明者捜索活動、復旧作

業等延べ535名出動
平成23年４月２日～３日	 木津川市山林火災応援出動　延べ約60名が出動

昭和30年４月  1日	� 大河原村・高山村の合併
に伴い南山城村消防団が
発足

昭和45年９月  1日	� 第１回京都府消防操法大
会が開催され、小型ポン
プの部に出場

昭和46年８月14日	� 第１回南山城村消防団操
法大会が開催される

昭和49年９月  1日	� 第３回京都府消防操法大
会小型ポンプの部で南山
城村消防団が準優勝

昭和55年４月  1日	� 南山城村が相楽中部消防
組合に笠置町・和束町と
共に加入

平成30年８月  5日	� 第25回京都府消防操法
大会小型ポンプの部で南
山城村消防団が優勝

　　    　10月19日	� 富山県富山市で開催され
た第26回全国消防操法
大会に京都府代表として
初出場を果たす

沿　革

◎近年の消防団活性化活動について
平成30年度・令和３年度・令和５年度　総務省消防団無償貸与車両導入（多機能車・消防ポンプ自動車・小型動力ポンプ搬送車）
令和４年12月１日	 機能別消防団を発足（OB団員を対象に火災等を含む大規模災害時の後方支援）
令和６年４月１日	 女性団員入団（２名）
令和６年度	 消防団の力向上モデル事業による消防団アプリ導入（11月本運用）
令和６年４月～	 各種SNSアカウント開設（Instagram・X・YouTube）
令和６年９月	 南山城村学生消防団活動認証制度　制定

団旗・まとい退場

まといお披露目式

これまでに受章した旗

団旗・まとい入場

参加者による記念写真
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まち・むら
topics

　

南
山
城
村
で
は
5
月
15
日（
木
）に
防

災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
村
内
で

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
危
険
箇
所
の

現
状
を
確
認
し
、
防
災
対
策
の
検
討
や
関

係
機
関
と
の
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
関
係
機
関
や

村
、
消
防
団
と
共
に
河
川
や
道
路
、
土
砂

災
害
に
つ
い
て
危
険
と
さ
れ
る
箇
所
の
現

地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 　
　
　

　

今
後
も
、
京
都
府
を
は
じ
め
、
防
災
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
体
制
の

更
な
る
構
築
と
災
害
に
強
い
む
ら
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

南山城村

　

4
月
18
日（
金
）、
笠
置
町
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社（
以
下
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
E
&
C
）は
、事
業
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
E
&
C
が
持
つ
映
像
・
通
信
技

術
を
活
用
し
、健
康
づ
く
り
お
よ
び
介
護
予
防
事
業
と
し
て
共

同
で
取
り
組
み
、笠
置
町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
、高
齢
者
の
孤

立
化
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
通
い
の
場
の
提
供
お
よ
び
居
場
所

づ
く
り
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
E
&
C
の「
テ
レ
さ
ん
ぽ
」を
活
用
し

た
運
動
の
習
慣
化
、
社
会
参
加
の
促
進
に
関
す
る
実
証
実
験
を

実
施
し
ま
す
。実
証
実
験
で
は「
テ
レ
さ
ん
ぽ
」の
無
償
貸
与
を

受
け
、
高
齢
者
の
行
動
変
容
や
介
護
予
防
へ
の
寄
与
等
の
調
査

分
析
を
共
同
で
行
い
ま
す
。

※�「
テ
レ
さ
ん
ぽ
」は
、
室
内
で
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
、
各

地
の
美
し
い
風
景
や
街
並
み
を
眺
め
、
旅
行
気
分
を
味
わ
い

な
が
ら
楽
し
く
足
踏
み
運
動
が
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

※�

６
月
の
事
業
よ
り
活
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は「
お
知

ら
せ
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笠
置
町
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
連
携
協
定
に
つ
い
て

笠置町

　

4
月
23
日（
水
）、大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
に

お
い
て
、茶
の
木
を
生
け
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
持
ち
込
み
、

会
場
に
て
茶
園
を
再
現
し
、茶
摘
み
体
験
を
2
回
実
施

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
摘
ん
だ
茶
葉
、和
束
茶
一
煎
パ
ッ
ク
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、大
型
モ
ニ
タ
ー
で
は
茶
畑
映
像
を
放

映
し
て
和
束
町
を
P
R
し
ま
し
た
。

　

２
回
の
実
施
で
合
計
約
１
０
０
人
以
上
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、小
学
生
や
外
国
人
な
ど
、幅
広
い
方
々
に

和
束
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
に
も
出
展
を
予
定

し
て
お
り
、万
博
会
場
を
訪
れ
る
お
客
様
に
和
束
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
和
束
町
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た

和束町

茶摘み体験の様子

左：�パナソニック エンターテインメント
＆コミュニケーション株式会社　�
西川副社長執行役員

右：笠置町　山本町長

パトロールによる現場確認
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教
育

Educatio n

社会教育委員およびスポーツ推進委員の改選
　任期満了のため、相楽東部広域連合社会教育委員および相楽東部スポーツ推進委員の改
選が行われ、４月にそれぞれ和束町体験交流センターにて委嘱状が交付されました。両委
員は２年間、３町村の社会教育・スポーツ推進について取り組んでいきます。多くの事業
が開催されますので、皆さんもぜひ、参加ください。
※氏名（選出町村）○は再任、◎は新任

詳しくは、相楽東部広域連合HPまたは、チラシをご覧ください。
問相楽東部広域連合教育委員会　生涯学習課　☎0774・78・4335

場　所　笠置いこいの館

笠置町・和束町・南山城村地域交流事業

宵待ち隣町の宵涼み会宵待ち隣町の宵涼み会
～年に一度、ここに来れば会える人がいる～

日　時　７月５日（土）午後４時から７時まで※雨天の場合は、内容を一部変更して開催します。

★展示コーナー　★体験コーナー
★七夕コーナー　★地域の味

み
力

りょく
コーナー

宵涼み広場・宵涼みアート
★開催予定

宵涼みステージ

⃝社会教育委員
　（令和７年４月～令和９年３月）
○谷　本　一　榮（笠置町）
○西　島　かよ子（和束町）
○竹　谷　保　廣（和束町）
○中　川　隆　夫（和束町）
◎林　　　嘉　人（和束町）
○森　本　恵　子（南山城村）
○仲　西　千賀代（南山城村）
○大　杉　裕美子（南山城村）
◎嘉　部　喜　之（学校長代表）

⃝スポーツ推進委員
　（令和７年４月～令和９年３月）
○濱　　　忠　志（笠置町）
○小　林　慶　雅（笠置町）
○阪　井　政　夫（笠置町）
○坂　口　歩　志（笠置町）
◎新　田　誠　蔵（笠置町）
◎矢　野　邦　彦（笠置町）
○岩　崎　慎　也（和束町）
○林　　　嘉　人（和束町）
○林　　　あゆみ（和束町）
○山　下　貴　志（和束町）

○森　脇　健　次（和束町）
○森　脇　保　浩（和束町）
○中　山　友　太（和束町）
○岡　田　佳　子（和束町）
○乾　　　隆　志（南山城村）
○岸　田　啓　介（南山城村）
○豊　田　素　大（南山城村）
○関　口　翔　平（南山城村）
○奥　田　大　和（南山城村）
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保健・福祉保健・福祉

７月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
7月  6日（日） 内科
  　13日（日） 内科・小児科
  　20日（日） 内科・小児科
  　21日（月・祝） 内科
  　27日（日） 内科・小児科

※�６月分については広報れんけい５月号を
ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
と
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
、
い
ず
れ
も
呼

吸
器
症
状
を
来
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
分
類
で
は
親
戚
関

係
で
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
性
質
で
す
が
、
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ

ル
ス
の
ほ
う
が
や
や
軽
い
症
状
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
こ
ど
も
が
乳
幼
児
期
に
か
か
り
ま
す
。
一
般
に
、
春

先
か
ら
秋
に
か
け
て
保
育
園
で
し
ば
し
ば
流
行
し
ま
す
。
保
育
園
に

通
っ
て
い
な
い
乳
児
の
場
合
は
家
族
内
感
染
が
主
で
す
。

　

免
疫
が
長
続
き
し
な
い
の
で
、
何
度
も
か
か
り
ま
す
。
年
長
児
や

大
人
で
も
罹
患
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
、

症
状
は
軽
く
鼻
風
邪
程
度
で
す
み
ま
す
。

　
厄
介
な
の
は
、乳
児
が
か
か
る
と
熱
、咳
、喘
鳴
で
全
身
状
態
が
悪

化
し
て
入
院
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、

無
呼
吸
発
作
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
新
生
児
突
然
死
症
候
群
の
原

因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、ご
く
ま
れ
な
頻
度
で
す
。私
は
小
児
科

医
に
な
っ
て
46
年
に
な
り
ま
す
が
、
無
呼
吸
発
作
の
乳
児
は
１
名
あ

り
ま
し
た
。こ
の
１
名
を
滅
多
に
な
い
ね
と
思
う
の
か
、ほ
ん
ま
に
あ

る
ね
ん
な
あ
と
思
う
の
か
が
微
妙
で
す
が
、
過
敏
な
心
配
は
不
要
で

す
が
、乳
児
に
と
っ
て
は
怖
い
病
気
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

症
状

　
咳
、く
し
ゃ
み
、鼻
水
の
飛
沫
感
染
、た
ま
に
、お
も
ち
ゃ
な
ど
身

の
回
り
の
汚
染
物
か
ら
の
接
触
感
染
。潜
伏
期
は
４
〜
５
日
で
す
。

主
に
鼻
水
、咳
な
ど
呼
吸
器
症
状
。熱
も
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
は
上
気
道
、
咳
や
の
ど
・
鼻
の
症
状
が
主
で
す
が
、
乳
児
は

気
管
支
炎
と
し
て
の
症
状
が
強
く
出
ま
す
。
喘
鳴（
ゼ
イ
ゼ
イ
と
呼

吸
が
荒
く
な
る
）や
痰
の
絡
む
酷
い
咳
を
来
し
ま
す
。
肺
の
症
状
が

ひ
ど
く
呼
吸
困
難
を
来
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

診
断

　

流
行
状
況
や
家
族
歴
を
聞
い
て
、
診
察
す
れ
ば
、
か
な
り
の
確
度

で
的
確
な
診
断
は
可
能
で
す
。
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
や
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー

モ
ウ
イ
ル
ス
か
を
確
定
す
る
に
は
迅
速
検
査
を
し
ま
す
。

迅
速
検
査

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
で
馴
染
み
の
、
鼻
水
で
の
ウ
イ
ル
ス

の
迅
速
検
査
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
・
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
版

で
す
。

　
小
児
科
医
に
と
っ
て
は
R
S
や
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
は
あ
り
ふ
れ
た
病
気
な
の
で
検
査
な
し
で
臨
床
診
断
は
容
易

で
す
。
ま
た
、
特
効
薬
が
な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場

合
み
た
い
に
、早
期
に
素
早
い
検
査
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
積
極
的
に
ウ
イ
ル
ス
の
迅
速
検
査
を
し

て
診
断
を
確
定
し
ま
す
。

　
　
乳
児
、と
く
に
６
か
月
未
満
児（
重
篤
に
な
り
や
す
い
）

　
　
家
族
に
乳
児
が
い
る
場
合（
家
族
内
感
染
防
止
）

　
　
熱
と
咳
が
３
日
遷
延
す
る
と
き（
ほ
か
の
原
因
の
肺
炎
と
鑑
別
）

治
療

　
特
効
薬
は
な
く
対
症
療
法
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

症
状
は
４
〜
5
日
ほ
ど
で
軽
快
し
ま
す
。
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、

回
復
後
も
咳
や
喘
鳴
が
な
が
び
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
で
は
、
こ
ど
も
が
重
症
化
し
て
い
な
い
か
注
意
深
く
経
過
を

み
ま
し
ょ
う
。

　
重
症
化
の
目
安
は

　
　
摂
食
や
睡
眠
に
支
障
で
る
ほ
ど
の
咳（
き
つ
い
咳
）

　
　
喘
鳴
が
あ
る（
息
を
吐
く
と
き
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
）

　
　
呼
吸
時
に
胸
が
ベ
コ
ン
ベ
コ
ン
と
凹
む（
陥
没
呼
吸
）

　
　
顔
色
不
良
・
多
呼
吸（
呼
吸
困
難
）

　
こ
の
よ
う
な
と
き
は
早
急
に
小
児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

長
井
小
児
科
医
院

長
井
隆
夫

お
と
な・こ
ど
も
の
鼻
風
邪
、乳
児
に
う
つ
る
と
困
る

R
S
ウ
イ
ル
ス
と
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス

そ
の
119
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全
国
的
に「
屋
根
工
事
の
点
検
商
法
」に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
契
約
者
の
８
割
超
が
６
０
歳
以
上
で
、
特
に
高
齢
者
に
注
意
し

て
ほ
し
い
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
点
検
商
法
と
は
、「
近
所
で
行
う
工
事
の

挨
拶
に
来
た
」等
と
言
っ
て
突
然
訪
問
し
、「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
の

で
点
検
し
て
あ
げ
る
」と
言
っ
て
点
検
し
た
後
、「
こ
の
ま
ま
だ
と
瓦
が

飛
ん
で
近
所
に
迷
惑
が
か
か
る
」と
不
安
を
あ
お
っ
て
工
事
の
契
約
を

す
る
手
口
で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
例
で
は
、『
先
日
訪
問
販

売
で「
屋
根
の
瓦
が
傷
ん
で
い
る
。
工
事
を
し
た
方
が
い
い
。」と
執
拗

に
勧
誘
さ
れ
、
屋
根
瓦
の
工
事
を
依
頼
し
た
が
、
そ
の
事
業
者
が
逮
捕

さ
れ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
通
知
を
出
す
よ
う
警
察
に
言
わ
れ
た
。
書

き
方
を
教
え
て
ほ
し
い
…
。』と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

≲
勧
誘
ト
ー
ク
≳ 

◎「
近
所
の
工
事
の
ご
挨
拶
に
来
ま
し
た
。
屋
根
が

浮
い
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
無
料
で
点
検
し
て
あ
げ
ま
す
」 

◎「
こ

の
ま
ま
だ
と
台
風
が
来
た
ら
雨
漏
り
し
ま
す
よ
。
瓦
が
飛
ん
で
近
所
の

人
に
も
迷
惑
が
…
」 

◎「
こ
の
場
で
契
約
す
る
な
ら
特
別
に
安
く
し
ま

す
よ
。
保
険
金
を
使
っ
て
修
理
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」な
ど

と
巧
み
な
ト
ー
ク
で
契
約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

≲
対
策
≳

　
・�

突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
は
安
易
に
点
検
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
・�

す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
複
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
十
分
に

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
保
険
金
を
利
用
で
き
る
と
い
う
ト
ー
ク
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
屋
根
工
事
の
点
検
商
法
」に
ご
注
意
を

―
典
型
的
な
勧
誘
ト
ー
ク
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
防
げ
ま
す
―

甲
種
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
会
の
実
施

　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
精
華
町
消
防
本
部
と

合
同
で
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

日�

8
月
19
日
（
火
）　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
10
分

　
8
月
20
日
（
水
）　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

所�

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
（
精
華
町
立
体
育
館
）
4
階
多
目
的
ホ

ー
ル

　
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
大
字
下
狛
小
字
神
ノ
木
8
番
地

定�

約
70
人
（
予
定
）

費�

受
講
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
キ
ス
ト
代
（
4
1
0
0

円
税
込
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申�

7
月
1
日
～
31
日　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
（
木
津
川
市
木
津
白

口
10
番
地
2
）
へ
。

他�

・
受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
・�

当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習
の
実
施
案
内
文
お
よ
び
受
講
申
込
書
を
印
刷
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
6
月
中
旬
に
掲
載
予
定
）

　
・�

地
震
の
発
生
、
台
風
の
接
近
等
に
よ
っ
て
講
習
会
が
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

HPhttps://w
w

w
.sourakuchubu119-kyoto.jp

問�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

�

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は

４
月
28
日
よ
り
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
に
仮
移
転
し
ま
し
た

所
木
津
川
市
木
津
上
戸
18
番
地
1

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

木
津
警
察
署
合
同

交
通
安
全
啓
発
活
動（
笠
置
町
）

　
笠
置
町
で
は
5
月
3
日（
土
）、国
道
1
6
3

号
線
沿
い
で
自
転
車
お
よ
び
バ
イ
ク
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
木
津
警
察
署
と
合
同
で
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
期
間
中
の
交
通
量
が
多
い
時
期
は
事
故

が
多
発
す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
や
啓
発
用
品
を
配

布
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

湯船MTB LANDでマウンテンバイク大会を開催します（和束町）

　湯船マウンテンバイクランドで、マウンテンバイクの国際大会「ワールドマスター
ズゲームズ2027関西」が2027年5月に開催されます。
　世界大会に向けて、マウンテンバイク大会「Coupe du Japon CJ-U　国際京都湯
船STAGE」を開催します。
　全国から選手が集う大会であり、住民の皆さんも間近で迫力あるレースを観戦して
いただける貴重な機会ですので、是非ご来場ください。
問６月21日（土）午前９時～
　　　22日（日）午前７時30分～
所湯船マウンテンバイクランド
　（和束町湯船薮田）
問和束町まちづくり応援課
　　☎0774・78・3002 直

令和７年国勢調査員を募集します（３町村）

　10月1日に国勢調査が全国で行われます。
調査にあたっては、市町村の全世帯が対象となることから、調査にご協力いただく調査員を募集しております。
事務内容　�９月上旬～10月中旬頃、説明会への参加・調査対象の確認や世帯への説明・調査区の配布や回収に

従事いただきます。
調査報酬　１調査区あたり２万円～５万円程度（対象となる世帯数により増減します）
応募資格　・南山城村・和束町・笠置町にお住まいの方　・令和７年８月時点で満20歳以上の方
　　　　　・責任を持って最後まで調査に取り組める方
　　　　　・調査で知り得た情報の秘密を守れる方　・警察、選挙に直接関係のない方
　　　　　・暴力団員その他反社会的勢力との関係を有しない方
　　　　　応募は右記のQRコードからお申込みいただくか、
　　　　　役場の担当窓口までお問合せください。
問笠置町総務財政課　☎0743・95・2301 直
　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001 直
　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102 直

京都府
「令和７年国勢調査員」

応募フォーム

過去のマウンテンバイク大会の様子

参議院議員選挙が７月に行われます（３町村）

期日前投票
　投票日当日にお仕事等で投票に行けない方は、期日前投票により事前に投票できます。
不在者投票
・病院や老人ホームなどの指定施設に入院、入所中の方はそれぞれの施設で投票することができます。
　希望される方は告示日までを目途に各施設にお申し出ください。
・�投票区域外に滞在されている場合、滞在先の市町村の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。選挙

管理委員会へ申請いただくことで、郵送により投票用紙が届きます。郵送の往復分の日数がかかるため、日数に
余裕をもって申請してください。申請は選挙管理委員会宛てで、告示日前も受付しております。

郵便による不在者投票
・�身体に重度の障害のある人や要介護者で、条件に該当する人は、自宅や療養先等で投票できる「郵便等による

不在者投票」の制度が利用できます。この投票には「郵便等投票証明書」が必要になり、交付に１週間程度か
かりますので、希望される場合はあらかじめ選挙管理委員会までお申し出ください。

代理投票について
　身体が不自由で字を書くことが困難な人は、「代理投票」制度が利用できます。
投票所の係員が、本人に代わって本人の指示通りに投票用紙を記入いたします。
問笠置町選挙管理委員会　☎0743・95・2301 直
　和束町選挙管理委員会　☎0774・78・3001 直
　南山城村選挙管理委員会　☎0743・93・0102 直
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女
性
支
援
事
業 

女
性
学
管
外
研
修

日
7
月
23
日（
水
）

　
　
午
前
8
時
～
午
後
6
時
15
分

内（
1
）�阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

　
　
　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
見
学　

　
（
2
）雅
苑
酒
家
昼
食

　
（
3
）神
戸
南
京
町
散
策

　
（
4
）神
戸
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
観
光

所
午
前
8
時
出
発

　
　
南
山
城
村
文
化
会
館
駐
車
場

　
午
前
8
時
30
分
出
発

　
　
和
束
小
学
校
下
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

対
3�

町
村
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上（
高

校
生
不
可
）

定
先
着
25
名

費
6
0
0
0
円（
昼
食
代
＋
観
光
代
等
）

期
6
月
24
日（
火
）～
30
日（
月
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
　
　
※
午
前
9
時
～
午
後
5
時

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
6
月
2
日（
月
）・
16
日（
月
）

　
　
午
後
6
時
〜
7
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
6
月
4
日（
水
）・
18
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

所
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問�

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6　

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

講
座

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
相
楽
地
区
大
会

日
6
月
21
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜

所��

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館
（
い
ず
み

ホ
ー
ル
）

内��

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

　
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

　

�

京
都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
相
楽
地
方

代
表
作
文
の
朗
読

　
講
演

主
催��

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

相
楽
地
区
推
進
委
員
会

問�

相
楽
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局（
相

楽
広
域
行
政
組
合
事
務
局
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
2
0
2
5
年
10
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
15
歳
か
ら
学

べ
、
学
位
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
視
聴
で
き
る
授
業
だ
け
で
な
く
、

全
国
に
あ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
対
面

授
業
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
的
な
分
野
を
よ
り
極
め

催
し

募
集

た
い
方
の
た
め
に
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ

ー
（
☎
0
7
4
2
・
20
・
7
8
7
0
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
2
0
2
5

年
8
月
29
日
ま
で
、
第
２
回
が
9
月
11

日
ま
で
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
入
学
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
出
願
期
間
を
２
回
設
け

て
い
ま
す
。
教
材
を
受
け
取
れ
る
時
期

な
ど
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
第
１
回

で
の
出
願
を
お
勧
め
し
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
6
月
17
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
産
業
振
興
会
館
1
階
研
修
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
6
月
3
日（
火
）・
7
月
1
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

 奈良学習センター
ウェブサイト

相
談

　 『
健
康
体
操
教
室
』

日
6
月
12
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
6
月
14
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

期�

受
講
申
し
込
み
は
５
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対�
和
束
町
に
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け

の
受
講
も
可
。

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
6
月
14
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0
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き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

巡
回
相
談
会

日
6
月
13
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
～　
②
正
午
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～

所�

い
こ
い
の
館 

２
階 

コ
ワ
ー
キ
ン
グ　

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え
に

不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ

の
ご
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
3
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
〒
６
１
９
―

１
１
５
２

　

�

木
津
川
市
加
茂
町
里
中
森
1
0
1
番

地（
加
茂
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
6

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
1

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で

す
）ほ

っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

6
月
3
日（
火
）

　
6
月
17
日（
火
）

　
6
月
24
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

所��

つ
む
ぎ
て
ら
す（
予
約
不
要
）

子
育
て
真
っ
最
中
の
方
!!

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
？

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
6
月
2
日（
月
）・
27
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
6
月
20
日（
金
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

南
山
城
村
役
場
資
料
室（
１
階
旧
建

設
水
道
課
）

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
6
月
24
日（
火
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

対�

村
内
在
住
の
方
の
み

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
6
月
23
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
ま
す

　

5
月
26
日
以
降
、
本
籍
地
の
市
区
町

村
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
フ

リ
ガ
ナ
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、届
出
く
だ
さ
い
。

※�

発
送
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
市
区
町

村
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
本
籍
地
の
市
区
町
村
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問�

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2
直 

　
和
束
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
直

　
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3
直

実
施
日

場
　
所

6
月
17
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

6
月
18
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

6
月
27
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

6
月
20
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

6
月
25
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

　
※�

予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
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催 し
京都府 福祉業界最大級!!!

福祉関係（高齢・障害・児童など）約100法人出展
『FUKUSHI就職フェアKYOTO』の開催について

　『FUKUSHI就職フェアKYOTO』（福祉関連の合同就職説明会）を下記のとおり開催しますのでお知らせします。
福祉職場に関心のある方は（学生、一般求職者）ぜひ御参加ください。
日令和7年6月28日（土）午後０時30分～午後４時
所みやこめっせ３F 第３展示場　※地下鉄「東山」駅 徒歩約８分
内・午後０時30分～午後１時　業界研究セミナー「見たい！ 知りたい！福祉×テクノロジーの最先端」
　・午後１時～午後４時　合同就職説明会
　　出展法人ブースで、人事担当者や先輩職員から仕事や働き方について具体的な話しをきくことができます。
☆本フェアは、京都府補助事業で出展法人は全て 「きょうと福祉人材育成認証制度」の上位認証・認証法人！

キャラクター「ここまる」

対・学生の方（2026年3月、2027年3月以降卒業予定者）　・一般求職者の方　・福祉・医療系有資格者等
　※無資格・未経験の方も歓迎しています。　※低回生の方の業界研究を目的とした来場も大歓迎です。
問主催：福祉職場就職フェア実行委員会
　　　　（事務局：社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 京都府福祉人材・研修センター）
　　　　☎075・252・6297
　共催：全国社会福祉協議会 後援：厚生労働省・京都新聞社

予約不要
入場無料

入退場自由

就職フェア
特設サイト
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笠置町循環バスダイヤ改正のお知らせ（笠置町）

　６月１日（日）から町内循環バスのダイヤを改正します。詳細は各戸配布する時刻表もしくは笠置町ホームペー
ジをご覧ください。

JR笠置駅窓口営業時間の変更について（笠置町）

　６月１日（日）から笠置駅の窓口営業が変更になります。変更後の時間は午前８時20分から午後４時50分まで
となりますので、町民の皆さまには御迷惑をおかけしますがよろしくお願いいたします。

変　更　前 午前７時から午後５時50分まで

変　更　後 午前８時20分から午後４時50分まで

問笠置町役場　希望のまち推進課　☎0743・95・2327 直

その他

親子ひろば「トコトコ」
　「こどもの育ち」を中心に発達の不安や心配ごとのお話を交流会形式で行います。一緒に楽しく遊びましょう！
日６月30日（月）　午前10時〜11時15分
所相楽児童発達支援センター『ひまわり』　相談室
対1・２歳児のこどもとその保護者　　定５組程度　　期６月５日（木）～20日（金）
問☎・FAX0774・34・0104
　※�親子ひろば終了後、希望者には臨床心理士や保健師による個別相談を実施します。詳細はお問合せください。

「ソーシャルスキルトレーニング（SST）」の短期プログラムに参加しませんか？
　SSTは、社会生活に必要な年齢に応じたスキルを身につけるトレーニングです。本センターではSSTの要素を
取り入れた短期のプログラムを実施いたします。「学校生活に活かしたい」、「興味があって参加したい」という方
も、遊びを通して一緒に学びましょう。
対①～④の条件を満たす家族
　　①相楽郡内に居住し、小学校に在籍する１年生から４年生までの児童　　②今までSSTを受けたことがない
　　③事前に面談が可能であり、保護者交流会にも参加可能　　④全回（８回）参加が可能
日７月22日・29日、８月５日・12日・26日、９月２日・９日、12月９日 ※保護者交流会は７月22日、９月９日、12月９日
　　午後３時45分～４時45分
所相楽児童発達支援センター『ひまわり』　相談室
定６人程度
期６月５日（木）～30日（月）
内①オリエンテーション、「知り合いになろう」　②「話を聞こう」　③「ほめ上手、ほめられ上手」
　④工作あそび、運動遊び　⑤「“落ち着く” ってどういうこと？」　⑥「どんな気持ち？」　⑦振り返り、修了式
　⑧フォロワーアップ、「がんばったことを共有しよう」　※内容は変更となる場合があります。
問☎・FAX0774・34・0104

相楽児童発達支援センターひまわり〈要予約〉
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和束B&G海洋センター使用料金の改定のお知らせ（和束町）

　日頃より和束Ｂ＆Ｇ海洋センターをご利用いただきありがとうございます。
　この度、施設内の照明設備改修および漏水による水道設備の新設のため維持管理費用の確保を目的として、下
記のとおり料金の改定を行うこととなりました。
　使用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

料金改定日：令和７年７月１日から
料金表（改定分）

使用施設 使用者
使用料金（円）

単位 9時～12時 13時～17時 18時～22時

アリーナ（半面） 町外者
16歳未満 １回 2,000 3,000 3,000
16歳以上 〃 3,000 4,400 4,400

トレーニングルーム 町外者
16歳未満 〃 1,400 2,000 2,000
16歳以上 〃 2,000 3,000 3,000

ミーティング室 町外者 ― 〃 2,000 3,000 3,000
※町内使用者の方につきましては、今まで通りの料金でご利用いただけます。� 和束Ｂ＆Ｇ海洋センター

その他

催 し
第２期 伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン（変更案）

パブリックコメントの募集について
（笠置町・南山城村）

　笠置町、南山城村では、三重県伊賀市・奈良県山添村との間で、伊賀・山城南・東大和地域への定住を促進す
るため、中心市となる伊賀市と定住自立圏域形成協定を締結し、計画期間内の具体的な連携事業についてまとめ
た「共生ビジョン」に基づき、医療、産業振興、公共交通などの連携事業に取り組んでいます。
　2024（令和６）年10月に三重県名張市が連携自治体として加わったことから、現在、共生ビジョンの見直しを
進めています。
　今回、第２期伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン（変更案）を取りまとめましたので、住民の皆さん
のご意見を募集します。

期５月23日（金）～６月23日（月）　※６月23日（月）については、午後５時必着
内第２期伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン（変更案）に対するご意見
周知方法 �広報れんけい6月号、笠置町防災行政無線、南山城村防災行政無線、各町村ホームページ
閲覧方法 �笠置町希望のまち推進課、南山城村企画政策課にある資料または各町村ホームページをご覧ください。
提出方法 �Webフォームまたは、ご意見記入用紙に、氏名・住所・電話番号・「該当ページ・該当箇所」とそ

れに対する「意見内容」を記入の上、郵送・ファックス・Ｅメール・持参のいずれかで提出してくだ
さい。

　　　　※持参される場合は、笠置町希望のまち推進課、南山城村企画政策課で受付けます。
提出先 �・問笠置町希望のまち推進課　〒619-1303 笠置町大字笠置小字西通90番地１	
　　　　　　☎0743・95・2327　FAX0743・95・2961　 kibou@town.kasagi.lg.jp
　　　　　南山城村企画政策課　〒619-1411 南山城村大字北大河原小字久保14番地１
　　　　　　☎0743・93・0107　FAX0743・93・0444　 d_kikaku＠vill.minamiyamashiro.lg.jp

Webフォーム用
ＱＲコード
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　５月９日（木）、南山城小学校の児童が田植え体験を行いました。
　地域の方の指導の下、苗を丁寧に植え付けていきました。植えた苗は９月の稲刈りまで世話
をしていき、収穫後は全校児童で味わう予定です。

田植え

田植え体験（南山城小学校）

　５月13日（火）に笠置中学校でお茶摘みを行いました。
　晴天の中、真剣な顔や楽しそうな姿で「一芯二葉」を摘み取っていました。
　子どもたちの楽しんでいる笑顔が見受けられました。

茶摘み

お茶摘みの様子（笠置町）

　５月１日（木）和束保育園・和束小学校・和束中学校でお茶摘みを行いました。
　子どもたちは、地域の方や先生と一緒に慣れた手つきで「一芯二葉」を摘み取っていました。
お茶摘みは小・中連携の一環として取り組んでおり、今回は保育園児も加わりお茶摘みの体験
をもとに小・中学校・保育園のつながりが深まったと思います。

保育園・小中合同のお茶摘みの様子（和束町）
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図書室だより

笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／ 和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／ 南山城村図書室  ☎0743・93・0522

３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

「ディア・オールド・ニュータウン」
� 小野寺 史宜 ／ 著

　会社をやめ、父が遺した日本そば屋を継
いだ鳴樹。父の時代にやっていなかった出
前サービスで商機を見いだそうと、幼なじ
みの小枝に声をかける。徐々に客が増えて
きたある日、鳴樹は出前先で顔見知りの和
太と再会するが・・。

一般書

一般書

笠
置
町

「月とアマリリス」� 町田 そのこ ／ 著

「遊園地ぐるぐるめ」
� 青山 美智子・田中 達也 ／ 著

「よりそう言葉」 � 五木 寛之 ／ 著

一般書

「逃亡者は北へ向かう」� 柚月 裕子 ／ 著
「月収」� 原田 ひ香 ／ 著
「�農家が教える厄介な雑草の叩き方」

� 農山漁村文化協会 ／ 著

一般書

児童書

児童書

「こねこのトトはおるすばん」
� くらはし れい ／ 著

「よわいいきもの」� 小宮 輝之 ／ 著

「ぎんちゃんの畑と生きものたち」
� 黒沢 賢成 ／ 著

「�関西周辺の山ベストコース100」
� 山と渓谷社 ／ 著

　滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈
良県、和歌山県の山からおすすめのコー
スをピックアップして、エリア別に編集！
初心者から経験者まで一年を通して楽し
めるハイキングガイドの決定版！

一般書
「よむよむかたる」� 朝倉 かすみ ／ 著

「クスノキの女神」� 東野 圭吾 ／ 著

「緑茶はすごい！」� 中村 順行 ／ 著

「あ、あな！」� チョーヒカル ／ 著

「おばけのアッチ ドラキュラのママのあじ」
� 角野 栄子 ／ 文

「へそまがりの魔女」� 安東 みきえ ／ 著

南
山
城
村

一般書

「僕には鳥の言葉がわかる」
� 鈴木 俊貴 ／ 著

　言葉を持つのは人間だけであり、鳥は
感情で鳴いているとしか認識されていな
かった「常識」を覆し、「シジュウカラが20
以上の単語を組み合わせて文を作ってい
る」ことを世界で初めて解明した研究者
による科学エッセイ。

和
束
町

児童書

「とーんだとんだ」� 長谷川 義史 ／ 著

「はたらくのりものえほん 2」
� いしかわ こうじ ／ 著

「ピカチュウとうみのたからさがし」
� まつお りかこ ／ 著

☆『おはなしのじかん』のご案内
日６月15日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター１階ホール
　おはなしサークル「まーぶる」さんに
よる、おはなし会を開催します。予約不
要。

和束町体験交流センター
図書室から ☆『ブックカフェ』のご案内

　６月27日（金）午後６時30分より、笠置町産業振興会館 研修
室にて『ブックカフェ』を開催します。今回の課題図書は本屋大
賞2025受賞作品です。また、紹介したい本はおひとり3冊まで
ご持参ください。もちろん見学のみのご参加も歓迎いたしますの
で、お気軽にご参加ください。お申込みは各図書室まで。詳細は
図書室および教育委員会で配布しているチラシをご覧ください。

読書活動推進事業
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2025

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和７年５月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,050人　
世帯数    560世帯

（増1）
（増4）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,340人　
世帯数 1,641世帯

（減13）
（0）

南山城村
☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,349人　
世帯数 1,191世帯

（0）
（増10）

【相楽東部広域バス】好評運行中
運行日：毎日（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	 ☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25 ／ ８：15 ／ 10：15 ／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25 ／ ９：10 ／ 11：10 ／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15 ／ 10：15 ／ 12：45 ／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10 ／ 11：10 ／ 13：45 ／ 16：40

休日（土日祝）


